
都 市 緑 化 推 進 事 業 

 
１．あいち森と緑づくり都市緑化推進事業について  

あいち森と緑づくり都市緑化推進事業は、緑に対する理解を深めるとともに、都市の緑の保全創出や活用を図る事業であり、４つの事業

に区分されている。今回は「県民参加緑づくり事業」により助成した事業地を視察する。 

 

【４つの事業区分】 

（１）「身近な緑づくり事業」 都市に残された貴重な民有樹林地の買い取りや小規模な緑地の創出を行う。 

（２）「緑の街並み推進事業」 民有地の敷地または建物の屋上、壁面等の緑化を行う。 

（３）「美しい並木道再生事業」都市の顔となる地区において美しい並木道の再生を行う。 

（４）「県民参加緑づくり事業」県民参加による緑の体験学習や緑づくり活動、都市緑化の普及啓発を行う。 

    

２．県民参加緑づくり事業について 

交付対象 交付金事業者 交付率 

  公有地において県民参加による樹林地整備、植栽、ビオトープづくりなどの緑づくり活動、体験学習や都市緑化

の普及啓発を実施する事業。およびこれを市民団体が実施する場合の支援事業（参加者数が 50名以上のもの） 

  緑の活動を実施する市民団体を育成するため、市民団体等の活動に講師の派遣等をする事業（参加者数が 20名

以上のもの） 

市町村 
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  県有地において県民参加による樹林地整備、植栽、ビオトープづくりなどの緑づくり活動、体験学習や都市緑化

の普及啓発を実施する事業（参加者数が 50 名以上のもの） 市民団体 

３．事業視察地の概要について 
（１）事 業 名：なごや西の森づくり事業 
（２）事 業 者：名古屋市 
（３）実施団体名：戸田川みどりの夢くらぶ、高年大学園芸緑友会 

        名古屋市、（公財）名古屋市みどりの協会 

（４）実施場所：戸田川緑地 

（５）事業期間：令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月 22 日 

（６）事業概要：戸田川緑地では平成元年の事業化以来、市民・ 

        企業との協働で、苗木を植樹して森を育てる 

        「なごや西の森づくり」を展開。令和 4年度 

        は、森の観察と玉切りなどの育樹活動を実施。 

（７）参加延べ人数：173 人 
育樹活動(玉切) 森の観察 
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http://bunkaen-todagawa.jp/
https://www.city.nagoya.jp/shisei/

